
理学療法学科 専門

総合演習授業科目

理学対象学科４対象学年【担当教員名】

国家試験対策委員 必修必修･選択後期開講時期

30時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

今まで学んできた知識および技能について修得の到達度を確認し，苦手分野・重点分野を自己認識し，分野ごとの集中講義や卒業

研究ゼミ単位での取り組みにより学習習慣を定着させ，理学療法士として必要な知識および技能を修得する．

【学習目標・行動目標：SBO】

１．人体の構造と機能および心身の発達について述べる．

２．疾病と障害の成り立ちおよび回復過程の促進について述べる．

３．保健医療福祉とリハビリテーションの理念について述べる．

４．基礎理学療法学の知識と技能を説明し，応用する．

５．理学療法評価学の知識と技能を説明し，応用する．

６．理学療法治療学の知識と技能を説明し，応用する．

７．地域理学療法学の知識と技能を説明し，応用する．

８．臨床で理学療法士が収集する情報や遭遇する事態を想定し，それを理解する知識や対処方法について説明する．

９．学生間で学びあい教えあうという共同作業に取り組む．

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

集中講義・非常勤講師１人体の構造と機能および心身の発達１

〃１〃２

〃1,2疾病と障害の成り立ちおよび回復過程の促進３

〃1,2〃４

到達度確認テスト・担当教員１～８まとめ（第１回）５

演習・担当教員３～９保健医療福祉とリハビリテーション６

演習・担当教員３～９基礎理学療法学７

演習・担当教員３～９理学療法評価学８

演習・担当教員３～９地域理学療法学，臨床実習９

到達度確認テスト・担当教員１～８まとめ（第２回）10

演習・担当教員３～９理学療法治療学11

演習・担当教員３～９〃12

演習・担当教員３～９〃13

演習・担当教員３～９〃14

到達度確認テスト・担当教員１～８まとめ（第３回）15

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

教科書

（必ず購入する書籍）

随時紹介する
参考書

プリント（演習の資料は各ゼミで編集）
その他の資料

【履修上の留意点】

各自で修得の到達度と苦手分野・重点分野を自覚し，一方でゼミ単位での取り組みを

軸にしながら，もう一方で早期から自分の目標を立てて計画的に学習し，学力の向上

を目指すこと．

【評価方法】

出席，ゼミ活動への参加状況，定期試験
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